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ＪＲ連合九州地方協議会は、９月 12

日、福岡市内にて、ソーシャルディス

タンスに配慮するなどの感染拡大対

策を講じ、第 29 回定期委員会を開催

した。 

中原博徳議長（ＪＲ連合副会長）は、

まず、令和２年７月豪雨や台風 10 号

など九州北部豪雨から４年連続とな

る自然災害による被災や、新型コロナ

ウイルス感染症拡大によるＪＲグル

ープへの影響、政党再編など混沌とす

る政治情勢などの近況に触れた上で、

安全確立の取り組み、組織強化・拡大の取り組み、政策課題解決の取り組み、コロナ禍に

対する取り組み、春闘に向けた取り組みの５点にわたって挨拶をした。とりわけ、組織

強化・拡大の取り組みについては、「ＪＲグループ全体がコロナ禍の大変厳しい経営状況

にある今、多くの仲間が不安を抱えているが、ＪＲ連合ビジョンのめざす『出会い・ふれ

あい・語り合い』の理念のもと、今こそ労働組合の意義・役割を広く語り掛け、ＪＲ連合

への総結集にむけた取り組みを一層強化していく。さらには、貨物鉄産労九州地区本部

と連携したＪＲ貨物の民主化闘争にも取り組んでいく」と決意を述べた。 

委員会にはＪＲ連合より中山耕介組織部長が出席し、激励と連帯の挨拶を行った。そ

の後、宮路享事務局長より 2019 年度の活動経過及び 2020 年度の活動方針（案）が提起

され、質疑を受けた後にすべての議案が満場一致で承認された。また、執行部からは、グ

ループ労組支援として、サービスネット福岡の商品紹介があり、あわせてＪＲ連合ＨＰ

上で展開されている「ＪＲ連合ふれあいキャンペーン」の取り組みを盛り上げていこう

と出席者に要請した。 

役員改選では、引き続いて中原博徳氏（ＪＲ九州労組選出）を議長とする新役員体制

を確立し、この難局を乗り越えるべく力強い団結がんばろうで意志統一を図り、委員会

を締め括った。 


